25.層状半導体超薄膜の電子励起状態(東北大学理学部物理学教室,修士論文アブストラクト(1984年度)) by 佐々木, 善浩
Title25.層状半導体超薄膜の電子励起状態(東北大学理学部物理学教室,修士論文アブストラクト(1984年度))
Author(s)佐々木, 善浩































































八 木 生 剛
§ Ⅰntroduction
(RE)Rh4B4は, 磁性超伝導体として有名であり,その結晶構造も単純正方晶 (PT相 ),
体心正方晶 (BCT相 )等,いくつかのものが知られている｡ しかし,本研究の対象であるB
CT相については,その超伝導特性はあまり調べられていない｡
また,PT相,BCで相を問わず, (RE)が磁気モーメントを持つ持たないに拘 らず,凝三次
元系(RE)(Rh卜∬㌔)｡B｡,(T-Ruorlr),について, ∬を増していくと0.3≦∬≦0｡5なる∬
で超伝導転移温度 Tcが急激に低下することが見出されている.さらに(RE)が磁気モーメント
を持っ場合,Rhrich側とT(T-Ruorlr)rich側で磁気秩序が変っていることがしばしば見
出されている｡しかし,それらの原因はよくわかっていない｡
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